







































































































































































































































































































































































































対象： 2016 年度前期 aクラス 27 人、bクラス 25 人
計 52 人受講６）
授業日時： 2016年 7 月14日（木）および 7月21日（木）
いずれも 1講時（bクラス）、2講時（aクラス）
場所：慈光館 1F保育実習室














































































































2017 年 7 月 13 日（木）2 講時の授業は 4 ～ 5 名の
グループ活動を行った。グループ毎に上記より 1つの
エピソードを担当し、①担当箇所のあらすじ②この教
育方法についての説明③この教育方法の良いところ④
乳幼児の保育に活かせる部分について、グループディ
スカッションを行い発表した。
「海のものと山のもの」「よく噛めよ」「それからさ
あー」は食事場面に関するエピソードであり、食材が
どこからできているのか興味を持たせたいという願
い、またどの子にも話してほしいという願いのもと、
ゆっくりとした楽しい食事の時間になっていたことが
わかる。描いたイメージ図からも感じられる（資料3）。
毎日繰り返される場面であるからこそ、子どもたちは
食材について考え、考えたことを皆に伝える喜びを得
て育ち合っていったのであろう。また、「散歩」は毎
日午後に行うトモエ学園での特徴的な取り組みである
が、自然物への観察の機会を持ち、地域社会への興味
を引き出すような関わりがあったというエピソードで
ある。今日の保育においても、散歩は日常的に行われ
ている。本エピソードの担当グループは、子どもが発
見した事柄に的確に答え、さらに興味を広げるために
は、保育者が豊かな知識を身につけておく必要がある
と報告した。子どもがふれるであろう事柄について、
保育者は興味を持って学び続け、見識を広げようと向
上心を持ち続ける必要があるのである。一方、畠の作
り方を教えに来てくれたお百姓さんが、虫、鳥、天気
のことなども面白く話してくれ、それ以後散歩の際に
出会うと「畠の先生」と尊敬を込めて呼んだエピソー
ドも読み合うことができた。その道に詳しい人から習
うとき、子どもは敬意をもって聞き、更なる興味を向
けると報告した。
Ⅴ．全体的考察
2015 年度入学生の、本著を用いた授業実践は、1年
次は目指す保育者像を描くこと、リトミックの体験、
2 年次は障害のある子と共に過ごすトモエ学園の実
際、3年次は掲載画の作者であるいわさきちひろの生
涯とその絵本を題材とした教材研究、トモエ学園の工
夫された教育方法、とテーマを定め順に進めてきた。
それぞれから学生は協同的に学び、子ども理解と子ど
もへの願いに基づいた手だてのあり方について、主体
的に思考を重ねることができた。その効果をもたらせ
た理由をあげる。
1．本著内容の魅力
まず、本著が保育を学ぶ学生にとって魅力的である
ということである。普段読書になじまない学生にとっ
ても、本著は読むことができ、おもしろかった、とい
う感想を持った。物語に引き込まれ、心が動く経験を
したのである。本著に登場する子どもの立場、先生の
資料 3）「それからさあー」のイメージ図
91保育者養成のための『窓ぎわのトットちゃん』を用いた授業実践（和田）
立場、親の立場、それぞれの心情を慮り、自分の身に
置き換えて考え、その出来事の意味を深く考えていた。
読書によって、自己に向き合う経験をしたと考えられ
る。
そのことに基づいて、グループ活動が活発にできた。
自分が感動したことや考えたことを言葉にして伝え、
お互いに聞き合うという対話となった。自分が認めら
れ、また他者を認める体験となった。その過程で知的
な思考を深めることができた。
2．本著を用いた授業展開
3 年間に渡る授業経過では、各自の読後レポートに
始まり、グループ討議、発表、折々のことば作成、教
材研究、と進める中で多様な学修形態を経験した。一
人で省察すること、協同で意見を交わすことを経て再
び一人で考える機会を設けることによって興味を持続
させ、繰り返し本著からの学びを継続させることがで
きたと考える。発表のための資料作成に取り組む中で、
深く保育のあり方を考えるという経験をした。
おわりに
本著を用いることによって学生は、子ども理解、子
どもへの願い、手だて、の三つの視点の循環をイメー
ジした思考を重ねることができた。対話、協同的な学
修であった。
注
１）厚生労働省（2015 改訂）指定保育士養成施設指定基
準第 1性格
２）文部科学省中央教育審議会（2002）新しい時代にお
ける教養教育の在り方について
３）堀智晴（2004）保育実践研究の方法.川島書店.31 を
参考に作成した。
４）黒柳徹子（1981）窓ぎわのトットちゃん.講談社
５）拙稿（2016）授業『保育者論』において目指す保育
者像を探る試み～『窓ぎわのトットちゃん』を題材
としたグループ発表をとおして～.京都光華女子大
学・京都光華女子大学短期大学部研究紀要第 54
号.247-256 で詳細を報告している。
６）学校教育コース 3名が受講したため、1年次の履修
より人数が多くなっている。
７）柴崎正行編（2014）障がい児保育の基礎.わかば
社.170-182
８）「『学習障害』というように訳されていますが」と黒
柳は記している。黒柳徹子（2015）窓ぎわのトット
ちゃん新組版.370
９）海南友子監督・編集（2012）DVDいわさきちひろ
～ 27 歳の旅立ち～
10）いわさきちひろ（1971）ことりのくるひ.至光社
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に記載について貴重なコメントを頂いた。

